
Old capital and hospitality space

「 古 都 」の 歓 待 空 間 を 比 較 す る
-京 都 と 欧 米 都 市-

「 歓 待インフラストラクチャー」 研 究   京 都ラウンドテーブル「 歓 待インフラストラクチャー」 研 究   京 都ラウンドテーブル

吉田初三郎 : 都ホテルを中心とせる洛内外名所交通鳥瞰圖
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︑
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史
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︑
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︒
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︑
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﹂
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
︑
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︑
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史
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︑
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︑
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︑
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︒
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︑
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﹁
歓
待
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
﹂
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︑
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迫
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︒
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︑
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﹂
性
に
つ
い
て
議
論
し
て
み
た
い
︒
一
般
に
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︑
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︒
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︑﹁
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︑
世
界
中
に
広
が
っ
て
も
い
る
︒
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︑
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史
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史
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︑
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史
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︑
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︑
文
化
財
保
存
の
牙
城
が
構
築
さ
れ
る

と
同
時
に
︑
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
悩
ま
さ
れ
る
京
都
に
お
い
て
︑﹁
歴
史
都
市
と
の
対
話
﹂
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落
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趣旨説明
坂野正則（上智大学）

近世・近代都市の発展と「古都」的性格の生成
<13:00~13:15>

第一部   京都歓待インフラ論の射程：比較古都論への参照軸

第一報告：岩本馨（京都大学）
よそさんの京都：近世京都と名所案内

<13:20~13:50>
----

第二報告：日向進（京都工芸繊維大学名誉教授）
路地奥の「壺中の天」－都市と茶湯の空間ー

<13:50~14:20>
----

第三報告：岸泰子（京都府立大学）
近世の禁裏と歓待

<14:20~14:50>
----

ディスカッサントI：鈴木真歩（岩手県立大学）
近現代アメリカ都市の事例より

<14:55~15:05>
---

ディスカッサントII：赤松加寿江（京都工芸繊維大学）
近世・近代イタリア都市、鎌倉の事例より

<15:05~15:15>

第二部  「古都と京都」をめぐる交歓会（登壇者・共同研究者・ゲストによる対話と交流）

司会：伊藤毅（東京大学名誉教授）
<15:35~17:00>

---
終了後に、懇親会

主催
サントリー研究助成2023年度共同研究

「『歓待インフラストラクチャー』から読み解く近世ヨーロッパ都市文化＝空間構造の比較研究」（研究代表者：坂野正則）

共催
都市史学会ワーキング・グループ「都市における文化＝空間構造から捉える全体史」（文化＝空間構造論WG）

協力
ディオニー株式会社
お問い合わせ

都市史学会「文化＝空間構造論WG」運営事務局（西日本・京都工芸繊維大学赤松研究室）
akamatsu@kit.ac.jp

7 6 13:00~17:0013:00~17:00 (開場12:30)20242024年 月 日［土］

白沙村荘 橋本関雪記念館 存古楼［〒606-8406 京都市左京区浄土寺石橋町37］
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